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(4) A1100 と A5052 では,母材の機械特性の違いから最適なクラッシュ量に差があるが，得られる
減径率は同程度と考えられる． 
(5) クラッシュ量が増えるにつれて,ロール直下でのチューブの変形量が大きくなり，一定のクラ
ッシュ量を超えると,チューブが潰れて加工が行えなくなる． 
(6) チューブの初期肉厚の増加にともない，ロール直下でのチューブの変形量は小さくなり、減
径率の上昇につながる． 
(7) 張力の延伸効果により，加工後の肉厚が減少し，加工前と加工後の肉厚比に差がでない． 
 
